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期から生命界、自然界そのものが生み出した自然なシステムなのである。食物連鎖という自然のシス
テムを否定することは、４０億年にわたる地球の自然の営みを否定することにはならないだろうか。 
例えば、かつてロッキー山麓であった有名なエピソードに、クロオジカを保護するつもりで、コヨー
テやピューマ、オオカミを撃って激減、全滅させたところクロオジカは繁殖しすぎ、その地域の食物
を食い尽して結局全滅の危機に瀕した、というものがある（日高敏隆『動物にとって社会とは何か』
講談社学術文庫、八八頁）。つまり、食物として必要な限度内、すなわちバランスをくずさない範囲
でなら、食べたり＝殺したり食べられたり＝殺されたりすることは、自然であって悪とは言えないの
ではないだろうか。 
さらによく観察すると、例えばよだかはただ虫を食べ殺すだけでなく、やがては必ず自分も死に、
死んだらその死体はバクテリアに分解されていわば食べられ、さらに有機物にまで分解された物質は
植物に吸収され＝食べられ、さらにその植物は昆虫や鳥や他の動物に食べられるのであって、そこに
は食べる－食べられるというつながりがあるのである。 
 
エコ・システムと自然界の階層構造 
 エルンスト・ヘッケル以来の生物学とりわけエコロジーは、地球上の生命の種同士および環境すな
わち非生命がつながっていて一つのエコ・システムをなしていることを明らかにしている。 
 生命はバクテリアから人間まで単純なものから複雑なものへと進化してきている。しかし、今知ら
れているもっとも複雑な生命である人間ももっとも単純な生命（代表的には光合成微生物）とのつな
がりなしには存在しえないし、もっとも単純な生命もより環境に存在するより単純な物質なしには存
在しえない。生命は、非生命とも他の生命とも階層をなしてつながり合いながら存在している、と考
えられる。 
 だとしたら、自然界における尊さすなわち価値は、相対的には複雑さの階層のどのあたりにいるか
ということで計られうるし、絶対的には不可欠性ということから示されるのではないだろうか。複雑
さの程度というものさしで見ると、価値には階層性・上下があり、不可欠性というものさしで見ると、
すべての存在は平等である、と言えるのではないだろうか。 
 そうした視点からすると、生命と非生命、生命同士の階層構造をなしてつながっているシステム全
体のバランスの持続こそが、尊ばれ保たれるべきものなのである。 
さらにそこから、いのちは自然の階層構造の不可欠な一部であり、かつかなり複雑度の高い存在であ
るから、尊重されるべきであり、かついのちも複雑度によって尊さの違いがある、と言っていいので
はないだろうか。また、そう考えることで、例えばバクテリアと人間を横並び平等主義的に「同じい
のちだから、同じように尊い」と考えることによる倫理的・思想的なディレンマを克服することがで
きるのではないだろうか。 
 
